
令和７年度入学生(４修制) 

学　　年

各教科 類　　型

・科目 必履修・選択 必履修 学校必履修 必履修 学校必履修 必履修 学校必履修 自由選択 必履修 学校必履修 自由選択

2 2(1) 2

2 2(1) 2

4 0

4 0

4 0

4 0

2 2(1) 2

3 0

2 2(1) 2

3 0

3 0

2 2(1) 2

2 0

2 0

3 2(1) 2(1) 4

4 0

3 0

2 0

2 0

2 0

2 2(1) 2

2 2(1) 2

4 0

2 0

4 0

2 0

4 0

2 0

4 0

7～8 2(1) 2(1) 3(1) 1(1) 8

2 1(1) 1(1) 2

2 0

2 0

2 0

2 2(1) 2

2 0

2 0

2 0

2 0

2 0

2 0

2 0

2 0

標準
単位
数

１学年 ２学年 ３学年 ４学年
※科目ご
との履修
単位総数

 
国
　
　
語

現 代 の 国 語

言 語 文 化

論 理 国 語

文 学 国 語

国 語 表 現

古 典 探 究

地
理
歴
史

地 理 総 合

地 理 探 究

歴 史 総 合

日 本 史 探 究

世 界 史 探 究

公
　
民

公 共

倫 理

政 治 ・ 経 済

数
　
　
学

数 学 Ⅰ

数 学 Ⅱ

数 学 Ⅲ

数 学 Ａ

数 学 Ｂ

数 学 Ｃ

 
理
　
　
　
　
　
科

科 学 と 人 間 生 活

物 理 基 礎

物 理

化 学 基 礎

化 学

生 物 基 礎

生 物

地 学 基 礎

地 学

保健
体育

体 育

保 健

芸
　
　
　
　
　
術

音 楽 Ⅰ

音 楽 Ⅱ

音 楽 Ⅲ

美 術 Ⅰ

美 術 Ⅱ

書 道 Ⅲ

美 術 Ⅲ

工 芸 Ⅰ

工 芸 Ⅱ

工 芸 Ⅲ

書 道 Ⅰ

書 道 Ⅱ



学　　年

各教科 類　　型

・科目 必履修・選択 必履修 学校必履修 必履修 学校必履修 必履修 学校必履修 自由選択 必履修 学校必履修 自由選択

3 2(1) 2(1) 4

4 0

4 0

2 2(1)● 0～2

2 0

2 0

2 2(1) 2

4 0

2 0

2 0

1 0

2～5 0

地理
歴史

1～2 0

人間と社会 1 1(1) 1

国語 - 2(1) 2

数学 - 2(1)● 0～2

41

3～4 2(2) 2(2) 4

3～4 3(3) 3

2～8 2(2) 2(2) 4

2～4 2(1) 2

3～8 2(1) 1(1) 3

2～6 2(1) 2

2～4 2(1) 2

2～6 2(1)◇ 0～2

2～8 2(1)× 0～2

2～8 2(1)★ 0～2

6～12 2(1)〇 2(1)□ 0～4

6～12 2(1)〇 2(1)□ 0～4

2～8 2(1)△ 2(1)◎ 0～4

2～8 2(1)△ 2(1)◎ 0～4

2～6 2(2) 2(1)★ 2～4

3～8 2(1)◇ 2(1)× 0～4

36

3～6

4

81

標準
単位
数

１学年 ２学年 ３学年 ４学年
※科目ご
との履修
単位総数

外
　
国
　
語

英語ｺﾐｭﾆ ｹｰ ｼｮ ﾝⅠ

英語ｺﾐｭﾆ ｹｰ ｼｮ ﾝⅡ

英語ｺﾐｭﾆ ｹｰ ｼｮ ﾝⅢ

論 理 ・ 表 現 Ⅰ

論 理 ・ 表 現 Ⅱ

論 理 ・ 表 現 Ⅲ

家
庭

家 庭 基 礎

家 庭 総 合

情
報

情 報 Ⅰ

情 報 Ⅱ

7

理
数

理 数 探 究 基 礎

理 数 探 究

江戸から東京へ

人 間 と 社 会

実 用 国 語

建 築 数 学

共通教科･科目単位数計 13 12 9

建 築 工 学 製 図

12

工
　
　
業

建 築 法 規

設 備 計 画

衛 生 ・ 防 災 設 備

建 築 実 習

設 備 工 業 実 習

建 築 製 図

空 気 調 和 設 備

工 業 情 報 数 理

ホ ー ム ル ー ム 活 動

建 築 構 造 設 計

建 築 施 工

1

設 備 工 業 製 図

建 築 構 造

1

建 築 計 画

専門教科･科目単位数計 6 8 10

21 20

工 業 技 術 基 礎

課 題 研 究

少人数指導授業：１・２学年「工業技術基礎」(２単位)は１クラス２展開、４学年「課題研究」(３単位)は
１クラス３展開、、１・２「建築工学製図」(２単位)、２学年「建築構造」（２単位）、４学年「建築施
工」（２単位）、４学年「建築法規」（２単位）は１クラス２展開

総 合 的 な 探 究 の 時 間

20

習熟度別授業
少人数指導授業

1 1

備　考　

（１）１単位時間は４５分とする。
（２）選択科目の学校必履修科目は2学年で記号◇から1科目を選択、3学年で記号○×△★記号からそれぞ
れ1科目ずつを選択、4学年で記号□◎●からそれぞれ1科目ずつを選択する。
（３）「情報Ⅰ」（２単位）は１学年「工業情報数理」（２単位）で代替する。
（４）「総合的な探究の時間」（３単位）は４学年「課題研究」（３単位）で代替する。
（５）学校外における学修「実務代替」「就業体験」は審査の上で「工業技術基礎」「課題研究」「建築工
学実習」等の増加単位とし、4年間で認められる学校外単位は２０単位を上限とする。
（６）学校外における学修「高等学校卒業程度認定試験の合格科目」は対応する科目の増加単位とする。な
お、既に単位を修得した教科・科目は対象外とする。
（７）学校外における学修「知識及び技能に関する審査の成果」は審査の上で対応する科目の単位とする。
（８）数学Ⅰ：1学年（2単位）及び2学年（2単位）の4単位の学習をもって、科目の履修となる。
（９）英語コミュニケーションⅠ：1学年（2単位）及び2学年（2単位）の4単位の学習をもって、科目の履
修となる。

生徒一人当たりの履修単位数計 20



令和７年度入学生(３修制) 

学　　年

各教科 類　　型

・科目 必履修・選択 必履修 学校必履修 必履修 学校必履修 必履修 学校必履修 自由選択 必履修 学校必履修 自由選択

2 2(1) 2

2 2(1) 2

4 0

4 0

4 0

4 0

2 2(1) 2

3 0

2 2(1) 2

3 0

3 0

2 2(1) 2

2 0

2 0

3 2(1) 2(1) 4

4 0

3 0

2 0

2 0

2 0

2 2(1) 2

2 2(1) 2

4 0

2 0

4 0

2 0

4 0

2 0

4 0

7～8 2(1) 2(1) 3(1) 8

2 1(1) 1(1) 2

2 0

2 0

2 0

2 2(1) 2

2 0

2 0

2 0

2 0

2 0

2 0

2 0

2 0書 道 Ⅲ

美 術 Ⅲ

工 芸 Ⅰ

工 芸 Ⅱ

工 芸 Ⅲ

書 道 Ⅰ

書 道 Ⅱ

地 学

保健
体育

体 育

保 健

芸
　
　
　
　
　
術

音 楽 Ⅰ

音 楽 Ⅱ

音 楽 Ⅲ

美 術 Ⅰ

美 術 Ⅱ

数 学 Ｃ

 
理
　
　
　
　
　
科

科 学 と 人 間 生 活

物 理 基 礎

物 理

化 学 基 礎

化 学

生 物 基 礎

生 物

地 学 基 礎

公
　
民

公 共

倫 理

政 治 ・ 経 済

数
　
　
学

数 学 Ⅰ

数 学 Ⅱ

数 学 Ⅲ

数 学 Ａ

数 学 Ｂ

地
理
歴
史

地 理 総 合

地 理 探 究

歴 史 総 合

日 本 史 探 究

世 界 史 探 究

 
国
　
　
語

現 代 の 国 語

言 語 文 化

論 理 国 語

文 学 国 語

国 語 表 現

古 典 探 究

標準
単位
数

１学年 ２学年 ３学年 ４学年
※科目ご
との履修
単位総数



学　　年

各教科 類　　型

・科目 必履修・選択 必履修 学校必履修 必履修 学校必履修 必履修 学校必履修 自由選択 必履修 学校必履修 自由選択

3 2(1) 2(1) 4

4 0

4 0

2 2(1) 0～2

2 0

2 0

2 2(1) 2

4 0

2 0

2 0

1 0

2～5 0

地理
歴史

1～2 0

人間と社会 1 1(1) 1

国語 - 2(1) 2

数学 - 2(1) 0～2

42

3～4 2(2) 2(2) 4

3～4 3(1) 3

6～12 2(1) 2

2～8 2(2) 2(2) 4

2～4 2(1) 2

3～8 3(1) 3

2～6 2(1) 2

2～4 2(1) 2

2～6 2(1)◇ 0～2

2～8 2(1)× 0～2

2～8 2(1)★ 0～2

6～12 2(1)〇 0～2

6～12 2(1)〇 0～2

2～8 2(1)△ 0～2

2～8 2(1)△ 0～2

2～6 2(2) 2(1)★ 2～4

3～8 2(1)◇ 2(1)× 0～4

34

3～6

3

79

習熟度別授業
少人数指導授業

少人数指導授業：１・２学年「工業技術基礎」(２単位)は１クラス２展開、４学年「課題研究」
(３単位)は１クラス３展開、、１・２「建築工学製図」(２単位)、２学年「建築構造」（２単
位）、４学年「建築施工」（２単位）、４学年「建築法規」（２単位）は１クラス２展開

備　考　

（１）１単位時間は４５分とする。
（２）選択科目の学校必履修科目は2学年で記号◇から1科目を選択、3学年で記号○×△★記号からそれぞ
れ1科目ずつを選択する。
（３）「情報Ⅰ」（２単位）は１学年「工業情報数理」（２単位）で代替する。
（４）「総合的な探究の時間」（３単位）は４学年「課題研究」（３単位）で代替する。
（５）学校外における学修「実務代替」「就業体験」は審査の上で「工業技術基礎」「課題研究」「建築工
学実習」等の増加単位とし、4年間で認められる学校外単位は２０単位を上限とする。
（６）学校外における学修「高等学校卒業程度認定試験の合格科目」は対応する科目の増加単位とする。な
お、既に単位を修得した教科・科目は対象外とする。
（７）学校外における学修「知識及び技能に関する審査の成果」は審査の上で対応する科目の単位とする。
（８）数学Ⅰ：1学年（2単位）及び2学年（2単位）の4単位の学習をもって、科目の履修となる。
（９）英語コミュニケーションⅠ：1学年（2単位）及び2学年（2単位）の4単位の学習をもって、科目の履
修となる。

ホ ー ム ル ー ム 活 動 1 1 1  

生徒一人当たりの履修単位数計 20 30 29

6 13 15

総 合 的 な 探 究 の 時 間

建 築 施 工

建 築 法 規

専門教科･科目単位数計

工
　
　
業

設 備 計 画

空 気 調 和 設 備

衛 生 ・ 防 災 設 備

建 築 構 造

設 備 工 業 実 習

建 築 計 画

工 業 技 術 基 礎

課 題 研 究

建 築 工 学 実 習

建 築 工 学 製 図

工 業 情 報 数 理

建 築 構 造 設 計

建 築 数 学

共通教科･科目単位数計 13 16 13

理
数

理 数 探 究 基 礎

理 数 探 究

江戸から東京へ

人 間 と 社 会

実 用 国 語

家
庭

家 庭 基 礎

家 庭 総 合

情
報

情 報 Ⅰ

情 報 Ⅱ

外
　
国
　
語

英語ｺﾐｭﾆ ｹｰ ｼｮ ﾝⅠ

英語ｺﾐｭﾆ ｹｰ ｼｮ ﾝⅡ

英語ｺﾐｭﾆ ｹｰ ｼｮ ﾝⅢ

論 理 ・ 表 現 Ⅰ

論 理 ・ 表 現 Ⅱ

論 理 ・ 表 現 Ⅲ

標準
単位
数

１学年 ２学年 ３学年 ４学年
※科目ご
との履修
単位総数

建 築 実 習

建 築 製 図

設 備 工 業 製 図



令和６年度入学生(４修制) 

学　　年

各教科 類　　型

・科目 必履修・選択 必履修 学校必履修 必履修 学校必履修 必履修 学校必履修 自由選択 必履修 学校必履修 自由選択

2 2(1) 2

2 2(1) 2

4 0

4 0

4 0

4 0

2 2(1) 2

3 0

2 2(1) 2

3 0

3 0

2 2(1) 2

2 0

2 0

3 2(1) 2(1) 4

4 0

3 0

2 0

2 0

2 0

2 2(1) 2

2 2(1) 2

4 0

2 0

4 0

2 0

4 0

2 0

4 0

7～8 2(1) 2(1) 3(1) 1(1) 8

2 1(1) 1(1) 2

2 0

2 0

2 0

2 2(1) 2

2 0

2 0

2 0

2 0

2 0

2 0

2 0

2 0書 道 Ⅲ

美 術 Ⅲ

工 芸 Ⅰ

工 芸 Ⅱ

工 芸 Ⅲ

書 道 Ⅰ

書 道 Ⅱ

地 学

保健
体育

体 育

保 健

芸
　
　
　
　
　
術

音 楽 Ⅰ

音 楽 Ⅱ

音 楽 Ⅲ

美 術 Ⅰ

美 術 Ⅱ

数 学 Ｃ

 
理
　
　
　
　
　
科

科 学 と 人 間 生 活

物 理 基 礎

物 理

化 学 基 礎

化 学

生 物 基 礎

生 物

地 学 基 礎

公
　
民

公 共

倫 理

政 治 ・ 経 済

数
　
　
学

数 学 Ⅰ

数 学 Ⅱ

数 学 Ⅲ

数 学 Ａ

数 学 Ｂ

国 語 表 現

古 典 探 究

地
理
歴
史

地 理 総 合

地 理 探 究

歴 史 総 合

日 本 史 探 究

世 界 史 探 究

※科目ご
との履修
単位総数

 
国
　
　
語

現 代 の 国 語

言 語 文 化

論 理 国 語

文 学 国 語

標準
単位
数

１学年 ２学年 ３学年 ４学年



学　　年

各教科 類　　型

・科目 必履修・選択 必履修 学校必履修 必履修 学校必履修 必履修 学校必履修 自由選択 必履修 学校必履修 自由選択

3 2(1) 2(1) 4

4 0

4 0

2 2(1)● 0～2

2 0

2 0

2 2(1) 2

4 0

2 0

2 0

1 0

2～5 0

地理
歴史

1～2 0

人間と社会 1 1(1) 1

国語 - 2(1) 2

数学 - 2(1)● 0～2

41

3～4 2(2) 2(2) 4

3～4 3(3) 3

2～8 2(2) 2(2) 4

2～4 2(1) 2

3～8 2(1) 1(1) 3

2～6 2(1) 2

2～4 2(1) 2

2～6 2(1)◇ 0～2

2～8 2(1)× 0～2

2～8 2(1)★ 0～2

6～12 2(1)〇 2(1)□ 0～4

6～12 2(1)〇 2(1)□ 0～4

2～8 2(1)△ 2(1)◎ 0～4

2～8 2(1)△ 2(1)◎ 0～4

2～6 2(2) 2(1)★ 2～4

3～8 2(1)◇ 2(1)× 0～4

36

3～6

4

81

標準
単位
数

１学年 ２学年 ３学年 ４学年
※科目ご
との履修
単位総数

外
　
国
　
語

英語ｺﾐｭﾆ ｹｰ ｼｮ ﾝⅠ

英語ｺﾐｭﾆ ｹｰ ｼｮ ﾝⅡ

英語ｺﾐｭﾆ ｹｰ ｼｮ ﾝⅢ

論 理 ・ 表 現 Ⅰ

論 理 ・ 表 現 Ⅱ

論 理 ・ 表 現 Ⅲ

家
庭

家 庭 基 礎

家 庭 総 合

情
報

情 報 Ⅰ

情 報 Ⅱ

7

理
数

理 数 探 究 基 礎

理 数 探 究

江戸から東京へ

人 間 と 社 会

実 用 国 語

建 築 数 学

共通教科･科目単位数計 13 12 9

建 築 工 学 製 図

12

工
　
　
業

建 築 法 規

設 備 計 画

衛 生 ・ 防 災 設 備

建 築 実 習

設 備 工 業 実 習

建 築 製 図

空 気 調 和 設 備

工 業 情 報 数 理

ホ ー ム ル ー ム 活 動

建 築 構 造 設 計

建 築 施 工

1

設 備 工 業 製 図

建 築 構 造

1

建 築 計 画

専門教科･科目単位数計 6 8 10

21 20

工 業 技 術 基 礎

課 題 研 究

少人数指導授業：１・２学年「工業技術基礎」(２単位)は１クラス２展開、４学年「課題研究」(３単位)は
１クラス３展開、、１・２「建築工学製図」(２単位)、２学年「建築構造」（２単位）、４学年「建築施
工」（２単位）、４学年「建築法規」（２単位）は１クラス２展開

総 合 的 な 探 究 の 時 間

20

習熟度別授業
少人数指導授業

1 1

備　考　

（１）１単位時間は４５分とする。
（２）選択科目の学校必履修科目は2学年で記号◇から1科目を選択、3学年で記号○×△★記号からそれぞ
れ1科目ずつを選択、4学年で記号□◎●からそれぞれ1科目ずつを選択する。
（３）「情報Ⅰ」（２単位）は１学年「工業情報数理」（２単位）で代替する。
（４）「総合的な探究の時間」（３単位）は４学年「課題研究」（３単位）で代替する。
（５）学校外における学修「実務代替」「就業体験」は審査の上で「工業技術基礎」「課題研究」「建築工
学実習」等の増加単位とし、4年間で認められる学校外単位は２０単位を上限とする。
（６）学校外における学修「高等学校卒業程度認定試験の合格科目」は対応する科目の増加単位とする。な
お、既に単位を修得した教科・科目は対象外とする。
（７）学校外における学修「知識及び技能に関する審査の成果」は審査の上で対応する科目の単位とする。
（８）数学Ⅰ：1学年（2単位）及び2学年（2単位）の4単位の学習をもって、科目の履修となる。
（９）英語コミュニケーションⅠ：1学年（2単位）及び2学年（2単位）の4単位の学習をもって、科目の履
修となる。

生徒一人当たりの履修単位数計 20



令和５年度入学生(４修制) 

学　　年

各教科 類　　型

・科目 必履修・選択 必履修 学校必履修 必履修 学校必履修 必履修 学校必履修 自由選択 必履修 学校必履修 自由選択

2 2(1) 2

2 2(1) 2

4 0

4 0

4 0

4 0

2 2(1) 2

3 0

2 2(1) 2

3 0

3 0

2 2(1) 2

2 0

2 0

3 2(1) 2(1) 4

4 0

3 0

2 0

2 0

2 0

2 2(1) 2

2 2(1) 2

4 0

2 0

4 0

2 0

4 0

2 0

4 0

7～8 2(1) 2(1) 3(1) 1(1) 8

2 1(1) 1(1) 2

2 0

2 0

2 0

2 2(1) 2

2 0

2 0

2 0

2 0

2 0

2 0

2 0

2 0書 道 Ⅲ

美 術 Ⅲ

工 芸 Ⅰ

工 芸 Ⅱ

工 芸 Ⅲ

書 道 Ⅰ

書 道 Ⅱ

地 学

保健
体育

体 育

保 健

芸
　
　
　
　
　
術

音 楽 Ⅰ

音 楽 Ⅱ

音 楽 Ⅲ

美 術 Ⅰ

美 術 Ⅱ

数 学 Ｃ

 
理
　
　
　
　
　
科

科 学 と 人 間 生 活

物 理 基 礎

物 理

化 学 基 礎

化 学

生 物 基 礎

生 物

地 学 基 礎

公
　
民

公 共

倫 理

政 治 ・ 経 済

数
　
　
学

数 学 Ⅰ

数 学 Ⅱ

数 学 Ⅲ

数 学 Ａ

数 学 Ｂ

地
理
歴
史

地 理 総 合

地 理 探 究

歴 史 総 合

日 本 史 探 究

世 界 史 探 究

 
国
　
　
語

現 代 の 国 語

言 語 文 化

論 理 国 語

文 学 国 語

国 語 表 現

古 典 探 究

標準
単位
数

１学年 ２学年 ３学年 ４学年
※科目ご
との履修
単位総数



学　　年

各教科 類　　型

・科目 必履修・選択 必履修 学校必履修 必履修 学校必履修 必履修 学校必履修 自由選択 必履修 学校必履修 自由選択

3 2(1) 2(1) 4

4 0

4 0

2 2(1)● 0～2

2 0

2 0

2 2(1) 2

4 0

2 0

2 0

1 0

2～5 0

地理
歴史

1～2 0

人間と社会 1 1(1) 1

国語 - 2(1) 2

数学 - 2(1)● 0～2

41

3～4 2(2) 2(2) 4

3～4 3(3) 3

2～8 2(2) 2(2) 4

2～4 2(1) 2

3～8 2(1) 1(1) 3

2～6 2(1) 2

2～4 2(1) 2

2～6 2(1)◇ 0～2

2～8 2(1)× 0～2

2～8 2(1)★ 0～2

6～12 2(1)〇 2(1)□ 0～4

6～12 2(1)〇 2(1)□ 0～4

2～8 2(1)△ 2(1)◎ 0～4

2～8 2(1)△ 2(1)◎ 0～4

2～6 2(2) 2(1)★ 2～4

3～8 2(1)◇ 2(1)× 0～4

36

3～6

4

81

備　考　

生徒一人当たりの履修単位数計 20 21 20 20

習熟度別授業
少人数指導授業

少人数指導授業：１・２学年「工業技術基礎」(２単位)は１クラス２展開、４学年「課題研究」(３単位)は
１クラス３展開、、１・２「建築工学製図」(２単位)、２学年「建築構造」（２単位）、４学年「建築施
工」（２単位）、４学年「建築法規」（２単位）は１クラス２展開

ホ ー ム ル ー ム 活 動 1 1 1 1

建 築 製 図

設 備 工 業 製 図

専門教科･科目単位数計

総 合 的 な 探 究 の 時 間

建 築 構 造

建 築 計 画

6

工
　
　
業

建 築 法 規

設 備 計 画

空 気 調 和 設 備

衛 生 ・ 防 災 設 備

建 築 実 習

設 備 工 業 実 習

工 業 技 術 基 礎

課 題 研 究

建 築 工 学 製 図

工 業 情 報 数 理

建 築 構 造 設 計

建 築 施 工

建 築 数 学

共通教科･科目単位数計 13 12 9 7

理
数

理 数 探 究 基 礎

理 数 探 究

江戸から東京へ

人 間 と 社 会

実 用 国 語

家
庭

家 庭 基 礎

家 庭 総 合

情
報

情 報 Ⅰ

情 報 Ⅱ

外
　
国
　
語

英語ｺﾐｭﾆ ｹｰ ｼｮ ﾝⅠ

英語ｺﾐｭﾆ ｹｰ ｼｮ ﾝⅡ

英語ｺﾐｭﾆ ｹｰ ｼｮ ﾝⅢ

論 理 ・ 表 現 Ⅰ

論 理 ・ 表 現 Ⅱ

論 理 ・ 表 現 Ⅲ

標準
単位
数

１学年 ２学年 ３学年 ４学年
※科目ご
との履修
単位総数

8 10 12

（１）１単位時間は４５分とする。
（２）選択科目の学校必履修科目は2学年で記号◇から1科目を選択、3学年で記号○×△★記号からそれぞ
れ1科目ずつを選択、4学年で記号□◎●からそれぞれ1科目ずつを選択する。
（３）「情報Ⅰ」（２単位）は１学年「工業情報数理」（２単位）で代替する。
（４）「総合的な探究の時間」（３単位）は４学年「課題研究」（３単位）で代替する。
（５）学校外における学修「実務代替」「就業体験」は審査の上で「工業技術基礎」「課題研究」「建築工
学実習」等の増加単位とし、4年間で認められる学校外単位は２０単位を上限とする。
（６）学校外における学修「高等学校卒業程度認定試験の合格科目」は対応する科目の増加単位とする。な
お、既に単位を修得した教科・科目は対象外とする。
（７）学校外における学修「知識及び技能に関する審査の成果」は審査の上で対応する科目の単位とする。
（８）数学Ⅰ：1学年（2単位）及び2学年（2単位）の4単位の学習をもって、科目の履修となる。
（９）英語コミュニケーションⅠ：1学年（2単位）及び2学年（2単位）の4単位の学習をもって、科目の履
修となる。


